第１１章　運輸及び通信
道路概況
　昭和58年４月１日現在の府下の道路の実延長は、１万6367.3キロメートルで前年より59.5キロメートル減少した。
　これは主に府道が路線廃止（廃道）されたことによるものである。
　道路の実延長のうち改良済道路が1万328.1キロメートルで、改良率は63.1パーセントと前年（60.3パーセント）より2.8ポイント増加し、５年前と比べると8.5ポイント改良されている。　
　路面別内訳をみると、舗装路の総数は１万3852.0キロメートルで前年より559.9キロメートル延長し、実延長に占める舗装路の割合は84.6パーセントとなり前年（80.9パーセント）より3.7ポイント増加し、５年前と比べると9.4ポイント増加している。
自動車　
　昭和58年度末現在の府下の自動車保有台数は、248万1978台で前年度に比べ９万7982台（4.1パーセント）増加し、自動車１台当りの人口は3.5人、世帯数では1.2世帯となる。
　また、自家用乗用車は129万6686台となり全体の52.2パーセントを占め、府民6.6人に１台（５年前は8.3人に１台）、2.2世帯に１台保有していることになる。
　次に、昭和59年５月の大阪市内の主要交差点の交通量を午前７時から午後７時までの12時間をみると、１分間の交通量は85台であった。
　そのうち１分間に100台を超える交差点は、梅田新道127台（58年116台）、大和田西108台（同100台）、杭全町103台（同99台）および瓜破101台（同107台）の４か所であった。
　また、大阪市域外の主要交差点のうち、１分間に100台を超える交差点は、豊中市千里IC（234台）を最高に以下東大阪市荒本（190台）、守口市大日（170台）、枚方市中振（114台）、堺市安井町(110台）の５か所であった。
鉄軌道　
　昭和58年度の府下における国鉄の乗車人員の合計は６億3476万6000人で、前年度に比べ340万2000人増加しており、乗車人員を１日平均にすると173万9000人となった。
　１日平均乗車人員のうち最も多かったのは大阪駅（28万2000人）で、次いで天王寺駅（16万2000人）であった。
　次に、昭和58年中の府下における私鉄５社（阪急、南海、近鉄、京阪、阪神）の１日平均乗車人員の合計は425万人であり、前年に比べ12万5000人増加しており、国鉄利用者の約2.4倍となった。
　また、乗車人員が前年より減少したのは阪神のみであった。
海上・航空輸送
　昭和58年の海上出入貨物数量は、輸移出入総量で１億5260万トン、前年に比べると387万トン（2.5パーセント）の減少となった。
　取扱品目でみると、輸移出品目では金属機械工業品、化学工業品で全体の85.5パーセント、輸移入品目では金属機械工業品、鉱産品、化学工業品で全体の89.9パーセントを占めており、この割合は前年に比べ輸移出品目で0.8ポイント、輸移入品目でも0.7ポイント減少した。
　次に、昭和58年中における大阪国際空港における旅客、貨物数をみると、旅客数は1636万人で前年に比べ1.9パーセント増と前年（6.0パーセント減）の減少から増加に転じた。
　貨物数量は25万3098トンで前年に比べ13.5パーセント増と前年（3.0パーセント増）に比べ大幅に増加した。
　これを国内線、国際線別にみると、旅客数は国内線が1320万人で前年（8.1パーセント減）の減少から1.6パーセント増と増加に転じた。
　一方、国際線では316万人で前年（3.8パーセント増）に比べ3.5パーセント増と54年以降毎年増加している。
　また、貨物数量は国内線で13万7302トンで前年に比べ6.9パーセント増加し、国際線では11万5796トンで前年に比べ22.5パーセント増と大幅な増加を示した。
通信　
　昭和58年度における府下各郵便局の引受内国郵便数の状況をみると、通常総数は、13億7624万通となり、前年度に比べ7.3パーセント増加し、前年度（2.1パーセント増）に引き続き増加した。
　また、引受外国郵便物数は通常総数1243万通で､前年度に比べ2.2パーセント増となり前年度（3.1パーセント減）の減少から増加へ転じた。
　次に、昭和57年度末における府下全域の加入電話総数は、339万7000台で前年度に比べ1.8パーセント増加した。
　そのうち事務用は117万台で住宅用は223万台と前年度に比べそれぞれ1.5パーセント、2.0パーセント増加している。
　この結果、住宅用加入電話は、1.3世帯に1台の割合となった。
